
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カード走行通路を閉鎖する閉鎖位置と上記カード走行通路を開放する開放位置との間を
移動可能に設けられたシャッター板を備えてなるシャッター開閉機構において、上記シャ
ッター板を移動させるための と、該 の駆動力を上記シャッター板に
連結するための連結部材とを有し、

上記シャッター板の開閉側端面が上記閉鎖位置において上記カード走行通路とほぼ平行に
閉鎖しているとともに、 上記シャッター板の開閉側端面が上記
カード走行通路とほぼ平行に移動するように構成し

ことを特徴とするシャッター開閉機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、シャッター開閉機構に関する。更に詳述すると、本発明はカードリーダ（ライ
タ）等のカード挿入口を開閉するのに適したシャッター開閉機構に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　カードリーダには、防犯やいたずら防止の目的でカード挿入口（ゲート）にシャッター
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ソレノイド ソレノイド
上記連結部材は、上記ソレノイドによって移動するス

ライド部材と、該スライド部材に従動動作するように連結された２つの回動部材であり、

上記２つの回動部材により
、且つ、上記閉鎖位置において、上記

回動部材側からの移動を阻止する阻止部が上記２つの回動部材と上記スライド部材との間
に形成されてなる



開閉機構を備えている。従来のシャッター開閉機構は、図 に示すように、カード挿入口
１０１の左右どちらか一方に回転中心１０２を有するシャッター板１０３によってカード
挿入口１０１全域を閉鎖するようにしている。即ち、ソレノイド１０４が作動するとシャ
ッター板１０３が支軸（回転中心）１０２を中心に回動し、カード挿入口１０１を開閉す
る。シャッター板１０３はカード走行通路を横断するように設けられた溝内に落ち込むこ
とでカード挿入口１０１を完全に閉じる。シャッター板１０３から溝内に落ち込んだ閉状
態をマイクロスイッチ１０５によって検知するようにし、カード待ちの状態でシャッター
板１０３の閉状態を検知することができない場合には、シャッター板１０３と溝との間に
異物が挟まれていると考えられることから犯罪を目的としたカードトラップ部材が仕掛け
られていると判断し、カードリーダの使用を停止するようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のシャッター開閉機構では、支軸１０２を中心にシャッター板１０３
を回動させてカード挿入口１０１を開閉するようにしているので、支軸１０２から離れた
位置ではシャッター板１０３を落とし込む溝の深さをＬ２に出来るのに対し、支軸１０２
に近い位置では溝の深さをＬ１（＜Ｌ２）にしか出来ない。このため、支軸１０２から離
れた位置にカードトラップ部材が仕掛けられた場合には、マイクロスイッチ１０５によっ
てカードトラップ部材を比較的検知し易いが、支軸１０２に近い位置にカードトラップ部
材が仕掛けられた場合には、そのカードトラップ部材が薄く柔らかいものであったとき等
にはシャッター板１０３が閉位置まで回動したときと殆ど変わらない位置まで回動するこ
とになり、マイクロスイッチ１０５によってカードトラップ部材を検知し難く検知性能に
劣っていた。
【０００４】
また、シャッター板１０３を支軸１０２を中心に回動させるので、シャッター板１０３の
支軸１０２から近い部分におけるストローク量を確保するためには支軸１０２から遠い部
分をより大きくストロークさせる必要があり、大型のソレノイド１０４が必要となる。さ
らに、利用者がカードを素早く挿入した場合には完全に開く前のシャッター板１０３にカ
ードが当たることもあるが、支軸１０２から遠い位置でシャッター板１０３にカードが当
たった場合にもシャッター板１０３を確実に開けることが出来るようにするためには、ソ
レノイド１０４の出力を大きくする必要があり、このことからもソレノイド１０４の大型
化が必要となる。
【０００５】
本発明は、カードトラップ部材等の異物の検知性能に優れ、シャッター板を駆動するソレ
ノイドを小型化することができるシャッター開閉機構を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　かかる目的を達成するために請求項１記載の発明は、カード走行通路を閉鎖する閉鎖位
置とカード走行通路を開放する開放位置との間を移動可能に設けられたシャッター板を備
えてなるシャッター開閉機構において、シャッター板を移動させるための と、
該 の駆動力をシャッター板に連結するための連結部材とを有し、

シャッター板の開閉側端面が閉鎖位置においてカード走行
通路とほぼ平行に閉鎖しているとともに、 シャッター板の開閉側端
面がカード走行通路とほぼ平行に移動するように構成し

ものである。
【０００７】
カードトラップ部材等がシャッター板の間に挟み込まれるとシャッター板は完全に閉まる
ことが出来ないが、閉鎖位置ではシャッター板の開閉側端面がカード走行通路とほぼ平行
に閉鎖しているので、カード幅方向のどの位置にカードトラップ部材等が挟み込まれたと
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ソレノイド
ソレノイド 連結部材は、

ソレノイドによって移動するスライド部材と、該スライド部材に従動動作するように連結
された２つの回動部材であり、

２つの回動部材により
、且つ、閉鎖位置において、回動

部材側からの移動を阻止する阻止部が２つの回動部材とスライド部材との間に形成されて
なる



してもシャッター板の隙間はほぼ同じになる。したがって、カード幅の全域に亘ってカー
ドトラップ部材等を同様に検出することができる。また、シャッター板はカード走行通路
とほぼ平行に移動するので、僅かの移動量でカード幅方向の全域に亘ってカード走行通路
を開放することができると共に、軽い力でシャッター板を移動させることができる。
【０００９】

レノイドがスライド部材を移動させると、２つの回動部材が同時に回動してシャッタ
ー板を移動させる。２つの回動部材は同一のスライド部材に連結されているので同様に回
動する。同様に回動する２つの回動部材がシャッター板の両端を移動させるので、シャッ
ター板はカード走行通路とほぼ平行に移動する。
【００１１】
　 ２つの回動部材はスライド部材に従動動作するので、ソレノイドがスライド部
材を移動させると２つの回動部材が回動する。これにより、ソレノイドの操作によってシ
ャッター板を移動させることができる。一方、回動部材とスライド部材の間には阻止部が
設けられているので、回動部材の動きに対してスライド部材は従動動作しない。このため
、閉鎖位置のシャッター板を無理に開放位置に移動させようとしても、スライド部材を移
動させることは出来ないので、シャッター板を移動させることが出来ない。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の構成を図面に示す最良の形態に基づいて詳細に説明する。
【００１４】
図１～図４に、本発明のシャッター開閉機構の実施形態の一例を示す。シャッター開閉機
構は、カード走行通路１９を閉鎖する閉鎖位置（図１の実線位置）とカード走行通路１９
を開放する開放位置（図１の２点鎖線位置）との間を移動可能に設けられたシャッター板
２を備えてなるもので、シャッター板２を移動させるための駆動源３と、該駆動源３の駆
動力をシャッター板２に連結するための連結部材４とを有し、シャッター板２の開閉側端
面２ａが閉鎖位置においてカード走行通路１９の面とほぼ平行に閉鎖するとともに、駆動
源３によってシャッター板２の開閉側端面２ａがカード走行通路１９の面とほぼ平行に移
動するように構成されている。
【００１５】
本実施形態では、駆動源３は例えばソレノイドであり、連結部材４は、ソレノイド３によ
って移動するスライドレバー（スライド部材）５と、スライドレバー５に連結された２つ
のスイングアーム（回動部材）６であり、２つのスイングアーム６によりシャッター板２
の開閉側端面２ａがカード走行通路１９の面とほぼ平行に移動するように構成されている
。また、２つのスイングアーム６はスライドレバー５に従動動作するように連結され、閉
鎖位置において、スイングアーム６側からの移動を阻止する阻止部７が２つのスイングア
ーム６とスライドレバー５との間に形成されている。
【００１６】
挿入口ユニット８が取り付けられるベース板９には、ソレノイド３が取り付けられている
。ソレノイド３の駆動力は、スプリングピン１０を介してスライドレバー５に伝達される
。このスライドレバー５は、ベース板９に２本の軸１１によりスライド可能に支持されて
いる。
【００１７】
スイングアーム６は、軸２０によって回転可能にベース板９に支持されている。スイング
アーム６の一端には、シャッター板２が軸１２により回転可能に連結されている。また、
スイングアーム６の他端には、図５に詳しく示すように逆Ｌ字形状の孔６ａが設けられて
おり、この孔６ａ内をスライドレバー５に固定された軸２１が貫通している。そして、シ
ャッター板２が閉鎖位置に移動している場合に軸２１に対向する部分が阻止部７となって
いる。また、スライドレバー５の移動により軸２１が当接する部分が当接部１３となって
いる。
【００１８】
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スライドレバー５にはマイクロスイッチ１４の検知部５ａが設けられており、シャッター
板２が完全に閉鎖位置に移動した場合にマイクロスイッチ１４がオンする様に設定されて
いる。このマイクロスイッチ１４は図示しないホスト装置にオン信号を供給する。また、
挿入口ユニット８にはプリヘッド１５が取り付けられており、カード１の挿入を検知でき
るようになっている。さらに、挿入口ユニット８とベース板９の間には、シャッター板２
が落とし込まれて閉鎖位置となる溝１８が設けられている。
【００１９】
カード挿入口１６にカード１が挿入され、このカード１の挿入をプリヘッド１５によって
検知すると、ソレノイド３がオンとなる。このソレノイド３はリターンスプリング１７の
ばね力に抗してスプリングピン１０を引き寄せ、スライドレバー５を図１の矢印Ａ方向に
スライドさせる。したがって、スライドレバー５に固定された軸２１が逆Ｌ字形状の孔６
ａ内を移動して当接部１３に当たってこれを押し進め、スイングアーム６を矢印Ｂ方向に
回転させる。これによりシャッター板２が持ち上げられて開放位置に移動され、図１中２
点鎖線で示すように、カード挿入口１６（カード走行通路１９）をオープンする。このと
き、２枚のスイングアーム６がシャッター板２の両端を同じように持ち上げるので、シャ
ッター板２の開閉側端面２ａはカード走行通路１９に対しほぼ平行に移動する。
【００２０】
一方、ソレノイド３をオフすると、リターンスプリング１７によってスプリングピン１０
が押し戻され、スライドレバー５が元の位置に戻る。したがって、当接部１３を押してい
た軸２１が当接部１３から離れる方向に移動し、これによってシャッター板２を持ち上げ
ていた力が解除されるので、シャッター板２はスイングアーム６を矢印Ｂ方向と反対方向
に回動させながら下降する。即ち、図１中実線で示すように、シャッター板２がカード挿
入口１６をクローズする。このとき、２枚のスイングアーム６がシャッター板２の両端を
同時に降ろすので、シャッター板２の開閉側端面２ａはほぼ平行に移動してカード幅の全
域に亘って溝１８内に深く入り込む。
【００２１】
そして、シャッター板２が閉鎖位置まで完全に移動すると、スライドレバー５に固定され
ている軸２１が孔６ａの阻止部７に対向する位置まで移動する。この状態ではシャッター
板２を持ち上げて無理にオープンさせようとしても、阻止部７が軸２１に当たってスイン
グアーム６の回動がロックされるので、シャッター板２をオープンすることが出来ない。
即ち、いたずら等によってシャッター板２がオープンされるのを防止する機構を持たせる
ことができる。
【００２２】
このシャッター開閉機構では、シャッター板２を平行移動させて開閉する。したがって、
カード幅全域に亘り少ない移動量でカード挿入口１６をオープン・クローズすることがで
きる。また、利用者がカード１を素早く挿入して完全に開く前のシャッター板２にカード
１が押し付けられた場合であっても、小さな力でシャッター板２を開けることが出来る。
これらのため、小型のソレノイド３を使用することができる。
【００２３】
さらに、シャッター板２を平行移動して開閉するので、閉鎖位置ではカード幅の全域に亘
りシャッター板２の開閉側端面２ａを溝１８に深くはめ込むことができる。このため、ど
の位置にカードトラップ部材が挟み込まれたとしても同様に検知することができ、カード
トラップ部材の検知性能が向上する。
【００２４】
　なお、上述の形態は本発明の好適な形態の一例ではあるがこれに限定されるものではな
く本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々変形実施可能である
【００２５】
　 、シャッター板２を持ち上げることで開放位置に移動させるつり上げ開方式に限
るものではなく、シャッター板２を降ろすことで開放位置に移動させるつり下げ開方式に
しても良い。

10

20

30

40

50

(4) JP 3706764 B2 2005.10.19

。

例えば



【００２６】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１記載のシャッター開閉機構では、シャッター板を移動さ
せるための と、該 の駆動力をシャッター板に連結するための連結部
材とを有し、シャッター板の開閉側端面が閉鎖位置においてカード走行通路とほぼ平行に
閉鎖しているとともに、 によってシャッター板の開閉側端面がカード走行通路
とほぼ平行に移動するように構成しているので、カード幅方向の全域に亘ってシャッター
板の間に挟み込まれた異物の検出を確実に行うことが出来る。このため、カードトラップ
部材の検知性能を向上させることが出来る。また、シャッター板を開閉するためのストロ
ークをカード幅方向の全域に亘り最小限にすることが出来るので、小型の の使
用が可能になる。
【００２７】
　また 結部材は、ソレノイドによって移動するスライド部材と、該スライド部材に連
結された２つの回動部材であり、該２つの回動部材によりシャッター板の開閉側端面がカ
ード走行通路とほぼ平行に移動するように構成しているので、簡単な構造でシャッター板
をカード走行通路とほぼ平行に移動させることが出来る。
【００２８】
　また つの回動部材はスライド部材に従動動作するように連結され、閉鎖位置におい
て、回動部材側からの移動を阻止する阻止部が２つの回動部材とスライド部材との間に形
成されているので、閉鎖位置に移動しているシャッター板をいたずら等によって無理に開
放位置に移動させることが出来ず、このようないたずら等を防止する機構を持たせること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のシャッター開閉機構の実施形態の一例を示す正面図である。
【図２】　同シャッター開閉機構の平面図である。
【図３】　同シャッター開閉機構のシャッター板がカード走行通路を閉鎖する様子を示す
断面図である。
【図４】　同シャッター開閉機構の閉鎖位置を検知する機構を示す概略構成図である。
【図５】　同シャッター開閉機構のスイングアームの要部拡大図である。
【図６】　
【符号の説明】
１　カード
２　シャッター板
２ａ　開閉側端面
３　ソレノイド（駆動源）
４　連結部材
５　スライドレバー（スライド部材）
６　スイングアーム（回動部材）
７　阻止部
１９　カード走行通路
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従来のシャッター開閉機構の概略構成図である。
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